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過
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局
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原
発
８
号
機
の
原
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炉
内

で
、
上
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炉
心
構
造
物
と
一
緒

に
引
き
抜
か
れ
た
１
体
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制
御

棒
（
矢
印
）
Ⅱ
旭
日
午
後
（
四
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令

爾
副
ｌ
叫
剖
一
蜥
雲
露
鵯
子
で
こ
雲
繋
譲
鮒
霊
れ
る
だ
言

県
は
哩
日
、
定
期
検
査
中
の

四
国
電
力
伊
方
原
発
（
伊
方
町
）

ろ
号
機
で
、
燃
料
集
合
体
の
取

り
出
し
に
向
け
て
上
部
の
炉
心

構
造
物
を
つ
り
上
げ
作
業
中
、

本
来
は
燃
料
集
合
体
の
中
に

残
す
は
ず
だ
っ
た
制
御
棒
嶋
体

の
う
ち
１
体
を
引
き
抜
く
異
常

が
発
生
し
た
と
発
表
し
た
。
四

雷
に
よ
る
と
燃
料
取
り
出
し

作
業
に
遅
れ
が
出
る
見
通
し

だ
が
、
ど
の
程
度
か
は
不
明
。

環
境
へ
の
放
射
能
の
影
響
は
な

制
御
棒
（
約
４
．
９
届
）
は

燃
料
の
中
に
挿
入
す
る
と
、
核

分
裂
反
応
を
抑
え
る
「
ブ
レ
ー

キ
」
の
働
き
を
す
る
。
県
や
四

電
の
説
明
で
は
、
３
号
機
は
定

検
の
だ
め
制
御
棒
を
挿
入
し
、

、
１
０

６

哩
月
沁
日
か
ら
原
子
炉
を
完
全

停
止
し
て
い
た
。

ｎ
日
に
原
子
炉
容
器
の
ふ
た

を
取
り
外
し
、
哩
日
午
前
９
時

半
か
ら
容
器
内
の
上
部
炉
心
構

造
物
に
つ
な
が
っ
て
い
た
制
御

棒
を
切
り
離
す
作
業
を
実
施
。

つ
り
上
げ
を
開
始
し
た
と
こ
ろ

異
常
が
認
め
ら
れ
午
後
Ｏ
時
泌

分
に
中
断
し
た
。

午
後
１
時
別
分
、
制
御
棒
１

体
を
切
り
離
し
て
お
ら
ず
、
上

部
炉
心
構
造
物
と
一
緒
に
引
き

抜
か
れ
て
い
る
の
を
確
認
。
県

に
は
午
後
１
時
弱
分
に
通
報
し

た
。
原
子
炉
容
器
内
で
核
分
裂

を
抑
え
る
ホ
ウ
酸
の
濃
度
を
高

め
て
い
た
た
め
燃
料
の
温
度
恋

化
は
な
く
、
午
後
６
時
妬
分
に

制
御
棒
を
再
挿
入
し
た
と
し
て

い
る
。
県
は
即
時
公
表
の
Ａ
区

分
壼
蓉
雨
ど
判
断
し
た
。

四
電
は
岨
日
午
前
０
時
か
ら

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
・
ウ
ラ
ン
混
合

酸
化
物
（
Ｍ
Ｏ
Ｘ
）
燃
料
を
含

む
燃
料
集
合
体
１
５
７
体
を
す

べ
て
取
り
出
す
予
定
だ
っ
た

が
、
遅
れ
が
出
る
見
通
し
。
異

常
の
あ
っ
た
制
御
棒
の
切
り
離

し
が
完
了
す
れ
ば
、
燃
料
の
取

り
出
し
作
業
と
並
行
し
て
原
因

調
査
を
行
う
こ
と
な
ど
を
検
討

中
。
送
電
再
開
は
３
月
調
日
の

予
定
だ
っ
た
が
、
影
響
が
出
る

か
ど
う
か
は
不
明
。

櫛
Ⅷ
｜

る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
検
査

は
行
っ
た
が
「
問
題
な
し
」
と

の
作
業
記
録
が
残
っ
て
い
る
。

制
御
棒
は
原
発
運
転
中
に
地

震
な
ど
の
異
常
事
態
が
発
生

し
た
場
合
、
原
子
炉
上
部
か
ら

切
り
離
さ
れ
て
自
重
で
落
下

し
、
原
発
を
緊
急
停
止
さ
せ

る
重
要
な
役
目
が
あ
る
。
た
だ

県
や
四
電
は
今
回
の
ト
ラ
ブ
ル

｜
は
「
緊
急
停
止
時
の
切
り
離
し

定
検
中
の
制
御
棒
切
り
離
し

とと
は
異
な
る
部
位
で
発
生
し
た

と
み
ら
れ
、
三
蕾
龍
時
へ
の
影
響

は
な
い
」
と
し
て
い
る
。

（
二
三
皐
太
郎
）
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罫
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探
雛
騨
酬
錨
裟

時
間
同
）
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
え
た
。

の
首
都
リ
ヤ
ド
で
サ
ル
マ
ン
国
日
本
は
中
東
地
域
に
原
掴

王
ら
同
国
要
人
と
相
次
ぎ
会
談
入
の
大
半
を
頼
っ
て
お
り
呈

し
、
中
東
８
カ
国
歴
訪
の
日
程
定
供
給
は
死
活
的
に
重
要
と

を
実
質
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
米
立
場
。
同
盟
国
の
米
国
、
伝

国
と
イ
ラ
ン
の
対
立
の
中
、
フ
的
な
友
好
国
イ
ラ
ン
の
そ
泡

ア
イ
サ
ル
外
相
と
の
会
談
で
地
れ
と
良
好
な
関
係
を
維
持
し
一

域
安
定
化
に
向
け
た
緊
密
連
携
い
る
。
首
相
が
情
勢
の
安
定

で
一
致
。
「
里
宗
情
勢
が
緊
迫
役
割
を
果
た
せ
る
か
ど
う
か

の
度
を
高
め
て
い
る
こ
と
を
深
焦
点
と
な
る
。

く
憂
慮
し
て
い
る
」
と
表
明
す
地
域
大
国
で
あ
る
サ
ウ
ジ

る
と
と
も
に
、
日
本
政
府
と
し
イ
ラ
ン
両
国
は
敵
対
関
係
に

て
粘
り
強
い
外
交
努
力
を
続
け
り
、
断
交
が
続
い
て
い
る
。

る
と
強
調
し
た
。
サ
ル
マ
ン
国
東
不
安
定
化
の
一
因
に
も
な

中
東
安
定
へ
連

首
相
、
サ
ウ
ジ


